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第９回 釧路丹頂農業協同組合通常総会

開会にあたり、全員でＪＡ綱領を斉唱

新 理 事
五十嵐 政敏 氏

理事の補欠選任で新理事
となった五十嵐新理事

五
月
十
九
日
㈫
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
第
九
回
釧
路
丹
頂
農
業
協
同

組
合
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
綱
領
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
し
、

武
藤
清
隆
組
合
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
又
、
御
来
賓
の
皆
様
を

代
表
し
、
釧
路
市
産
業
振
興
部
長
秋

里
喜
久
治
様
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
釧
路

支
所
長
小
森
邦
寛
様
か
ら
御
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

総
会
の
定
足
数
は
、
正
組
合
員
総
数

３８４
名
に
対
し
、出
席
組
合
員
数
２６0
名（
本

人
出
席
70
名
、
代
理
人
出
席
９
名
、
書

面
議
決
1８1
名
）に
よ
り
総
会
は
成
立
し
、

議
長
に
幌
呂
地
区
・
大
硲
晋
二
氏
、
副

議
長
に
白
糠
地
区
・
對
木
隆
司
氏
が
選

出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

議
案
第
一
号
平
成
二
十
六
年
度（
第

九
年
度
）
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
か
ら
議
案
第
十
号
迄
、

及
び
報
告
事
項
、
特
別
決
議
に
つ
い
て

順
次
上
程
さ
れ
、
質
疑
応
答
後
、
議
案

は
全
件
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
御

出
席
頂
き
ま
し
た
御
来
賓
の
皆
様
方
、

組
合
員
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
当
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に

対
し
、
よ
り
一
層
の
御
協
力
を
賜
り
た

く
、
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
九
回
通
常
総
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
、
年
明
け
こ
そ
穏
や

か
だ
っ
た
も
の
の
、
一
月
中
旬

か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
週
末
ご

と
に
猛
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
、

日
々
の
営
農
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
特
に
三
月
上

旬
に
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
事

が
な
い
程
の
湿
っ
た
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
牛
舎
等
の
施
設
に
多

大
な
被
害
を
被
る
等
、
大
変
な

年
度
末
年
度
初
め
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
改
め
て
被
害
に

あ
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
又
、
そ
の
復
旧
に
あ
た
り
、

行
政
・
共
済
連
の
多
大
な
御
支

援
を
頂
き
、
こ
の
場
よ
り
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
情
勢
は
、
大
詰
め
を
迎

え
た
と
言
わ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行

方
、
昨
年
突
如
浮
上
し
た
農
協

改
革
、
合
わ
せ
て
担
い
手
の
減

少
に
よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化

等
々
に
よ
り
、
二
十
六
年
四
月

に
は
税
込
み
５
円
47
銭
の
大
幅

な
乳
価
の
引
き
上
げ
が
あ
っ
た

も
の
の
、
Ｊ
Ａ
の
受
託
乳
量
は

計
画
対
比
97
・
7
%
９
７
，

７
１
０
ｔ
と
い
う
二
年
連
続
の

10
万
ｔ
割
れ
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
は
、
当
農
協
の

み
な
ら
ず
全
国
的
な
流
れ
と
な

り
、
年
末
に
は
バ
タ
ー
不
足
と

い
う
大
き
な
社
会
問
題
に
も
発

展
し
ま
し
た
。
需
要
が
そ
こ
に

あ
る
の
に
対
応
出
来
な
い
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
ロ
ス

を
招
く
に
至
り
、
歯
が
ゆ
い
思

い
を
致
し
ま
し
た
。
結
果
、
生

産
資
材
の
高
騰
等
も
重
な
り
、

農
家
経
済
は
厳
し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
で
明
る
い
話
題
と
し
て
、

第
十
六
回
北
海
道
総
合
畜
産
共

進
会
で
、
㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム
の

出
陳
牛
が
全
道
の
最
高
位
に
輝

く
快
挙
を
達
成
し
て
頂
い
た
他
、

白
糠
地
区
で
は
、
白
糠
町
に
は

多
大
な
御
支
援
を
頂
き
、
十
三

戸
加
盟
に
よ
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
の
稼
働
の
他
、
新
し
い
法
人

の
立
上
げ
、
個
人
に
よ
る
大
型

投
資
も
見
ら
れ
る
等
、
将
来
を

見
据
え
た
積
極
的
な
挑
戦
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
農
協

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
組
合
員

に
活
力
を
与
え
て
く
れ
た
も
の

と
し
て
、
組
合
員
を
代
表
し
て

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
協
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
前
向
き
な
組
合
員
の
行
動

を
無
に
す
る
事
無
く
、
更
に
多

く
の
組
合
員
に
、
こ
の
波
及
効

果
を
広
げ
る
べ
く
、
弱
体
化
し

た
生
乳
生
産
基
盤
強
化
に
向
け

期
中
に
お
い
て
、
信
連
・
各
行

政
・
関
係
機
関
に
お
手
伝
い
を

頂
き
な
が
ら
、
1
「
草
地
改
良

促
進
助
成
事
業
」
に
よ
る
草
地

の
自
己
更
新
に
、
34
農
場
に
対

し
て
千
四
百
万
円
助
成
、2
「
搾

乳
素
牛
増
頭
対
策
事
業
」
に
よ

る
雌
雄
選
別
精
液
活
用
で
は
、

110
農
場
に
対
し
て
五
百
万
円
助

成
、
3
「
生
乳
生
産
基
盤
緊
急

対
策
事
業
」
に
よ
る
低
利
融
資

対
策
で
は
、
各
種
合
わ
せ
て
三

億
三
千
万
円
余
り
4
「
生
乳
生

産
向
上
対
策
事
業
」
に
よ
る
低

利
融
資
対
策
で
は
、
八
百
万
円

の
融
資
を
実
行
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
並
び
に
減

損
会
計
に
基
づ
く
損
失
処
理
を
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行
っ
た
結
果
、
今
年
度
の
事
業

利
益
は
、
六
千
五
百
万
円
と
な

り
、
税
引
後
当
期
剰
余
金
は
、

八
千
十
万
円
を
計
上
し
、
剰
余

金
処
分
で
所
要
の
準
備
金
・
積

立
金
に
よ
る
内
部
留
保
の
他
、

特
別
配
当
に
よ
る
組
合
員
還
元

を
措
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合

員
各
位
は
じ
め
、
行
政
・
各
関

係
機
関
並
び
に
系
統
連
合
会
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
協
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

政
府
の
諮
問
機
関
で
あ
る
規
制

改
革
会
議
よ
り
、
農
協
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
全
く
理
不
尽
な

要
請
が
あ
り
、
結
果
、
全
中
の

一
般
社
団
法
人
化
と
Ｊ
Ａ
監
査

の
選
択
制
、
又
、
Ｊ
Ａ
と
し
て

一
番
危
惧
し
て
い
ま
し
た
准
組

合
員
の
利
用
量
規
制
に
つ
い
て

は
、
五
年
間
の
経
過
を
踏
ま
え

判
断
す
る
事
と
し
て
決
着
を
見

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
、
地
方
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
の
は
、

Ｊ
Ａ
組
織
と
い
う
自
負
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
力
を
奪

う
事
が
政
府
の
推
進
す
る
農
業

農
村
の
所
得
増
、
地
域
の
活
性

化
と
ど
う
結
び
つ
き
、
そ
し
て

地
方
創
生
と
の
整
合
性
を
ど
う

計
る
の
か
、
問
い
続
け
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
変
遷
と
共
に
農
協
を

取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、
組

合
員
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、
組

合
員
の
た
め
の
農
協
で
あ
る
と

い
う
基
本
を
し
っ
か
り
認
識
し

た
う
え
で
、
自
主
・
自
立
の
協

同
組
織
と
し
て
、
農
協
自
ら
が

自
己
改
革
を
進
め
、
農
家
・
組

合
員
・
地
域
住
民
に
と
っ
て
、

必
要
な
組
織
、
信
頼
さ
れ
る
組

織
に
な
る
事
が
重
要
と
考
え
ま

す
。そ

う
し
た
意
味
か
ら
も
釧
路

丹
頂
農
協
と
し
て
、
本
年
度
も

昨
年
同
様
、
生
産
基
盤
強
化
対

策
に
取
組
み
、
更
に
は
近
年
の

環
境
の
変
化
に
伴
い
増
大
が
想

定
さ
れ
る
「
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
・

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
乳
房
炎
感
染

症
」
の
発
生
に
対
し
、
新
た
に

支
援
対
策
事
業
を
実
施
し
、
組

合
員
の
リ
ス
ク
軽
減
に
取
組
む

他
、
当
地
域
の
最
大
の
資
源
で

あ
る
草
地
の
最
大
限
の
活
用
に

よ
り
、
穀
物
依
存
型
経
営
の
見

直
し
を
図
り
、
コ
ス
ト
低
減
を

推
し
進
め
る
為
の
対
策
と
し
て

「
草
地
改
良
促
進
助
成
事
業
」

を
継
続
実
施
す
る
他
、
長
期
展

望
を
持
ち
な
が
ら
新
た
に
「
植

生
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮

称
）」
を
立
ち
上
げ
、
圃
場
台

帳
の
整
備
等
に
も
取
組
ん
で
参

り
ま
す
。

本
年
四
月
よ
り
3
円
60
銭
の

乳
価
の
値
上
げ
も
あ
る
事
か
ら
、

今
年
こ
そ
、
そ
の
労
働
に
見
合

っ
た
対
価
が
得
る
事
が
出
来
る

営
農
実
現
に
向
け
、
農
協
と
し

て
組
合
員
の
下
支
え
を
果
た
し

て
参
り
ま
す
。
更
に
高
齢
化
を

向
え
つ
つ
あ
る
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
、
昨
年
に
引
き
続

き
ホ
ク
レ
ン
・
行
政
等
に
も
お

手
伝
い
頂
き
な
が
ら
、
一
部
地

域
で
は
あ
り
ま
す
が
「
ふ
れ
あ

い
推
進
員
」
を
配
置
し
、
買
い

物
等
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
、
組
合
員
に
と
っ
て
も
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
も
、
必
要
と

さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て
、
更

に
前
向
き
な
姿
勢
を
持
ち
な
が

ら
Ｊ
Ａ
第
二
次
「
地
域
農
業
振

興
計
画
」「
Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計

画
」
の
実
践
第
二
年
度
と
し
て
、

役
職
員
一
同
「
組
合
員
目
線
」

で
の
姿
勢
を
忘
れ
る
事
な
く
積

極
的
な
取
組
み
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

本
日
の
御
参
集
に
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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特別決議①

農 協 改 革 に 関 す る 決 議

平成26年６月、政府は「規制改革実施計画」を閣議決
定し、ＪＡグループに自己改革を求める内容を示した。

これを受けＪＡグループ北海道は、同年11月に「ＪＡ
グループ北海道改革プラン（実行計画指針）」を策定し、「組合員の所得向
上」と「農村地域の活性化」による「持続可能な北海道農業」と「豊かな
地域社会」の実現を目指し、自己改革の具体的実践に着手している。

政府が推し進める改革が、誰のための、何のための改革なのかと、不満
と憤りを感じざるを得ない中、平成27年２月９日、与党との協議により「准
組合員利用規制の導入見送り」「ＪＡ会計監査における公認会計士監査の義
務付け」「ＪＡ全中の一般社団法人化と各県中央会の連合会化」等の農協法
改正骨格（案）を受け入れた経過にある一方で、最終的な法案の制定に向け
てＪＡグループの継続的な意見反映が必要となっている。

今後、農協関係法制度の見直しにあたりＪＡグループとして引き続き以
下の内容を強く要請していくとともに、自らは自己改革の着実な実践を図
っていく。
１．�食料の安定供給、地域の振興について農協法の目的に明確に位置付け

し、事業目的の見直しにあたっては、協同組合の基本的性格を維持す
ること。

２．�准組合員は農業や地域経済の発展をともに支えるパートナーであり、
人口減少への対応や雇用の創出など「地方創生」のためにも、准組合
員の利用制限は行わないこと。

３．�ＪＡ・連合会の協同組合としての事業・組織を制約する一方的な事業
方式、業務執行体制、法人形態の転換等は強制しないこと。

この特別決議は、満場一致で決議されました。
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提案説明者
ＪＡ女性部

フレッシュミズ代表
水本 梨佳 さん



特別決議②

ＴＰＰ等国際貿易交渉から
北海道を守り抜く決議

ＴＰＰ交渉（環太平洋経済連携協定）は、大筋合意に向けて、閣僚会合
や首席交渉官会合、日米二国間協議などが断続的に行われている。

また、交渉内容については、米の特別輸入枠設定や牛肉・豚肉の関税大
幅引き下げなどが報じられており、事実とすれば、国会決議を大きく逸脱
するものであり、到底容認できるものではない。

我々は、ＴＰＰが農業だけの問題ではなく、国民一人ひとりの暮らしや
地域社会の将来に極めて大きな禍根を残す問題であり、国民的議論のない
まま交渉を進めることは、決して国益にかなうものではないことを、引き
続き広く道民・国民に訴えるとともに、ＴＰＰ交渉に係る衆参両院の農林
水産委員会決議の遵守に向けて、政府や国会議員などへの要請活動をさら
に強化していくこととする。

さらに、ＥＰＡ・ＦＴＡ等すべての国際貿易交渉における重要品目につ
いても、必要な国境措置を維持するよう強く求める。

この特別決議は、満場一致で決議されました。

提案説明者
ＪＡ青年部部長
石黒 隆行 さん

職
員
第
四
次
シ
ス
テ
ム

内
部
研
修
会
を
実
施

五
月
十
四
・
十
五
日
、
本
所
で
第
四

次
シ
ス
テ
ム
内
部
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

講
師
に
㈱
Ｊ
Ａ
北
海
道
情
報
セ
ン
タ

ー
道
東
営
業
所
清
水
孝
志
氏
を
迎
え
、

Ｊ
Ａ
の
総
合
財
務
シ
ス
テ
ム
の
概
要
か

ら
経
理
デ
ー
タ
入
力
等
に
つ
い
て
の
実

技
を
習
得
し
ま
し
た
。

受
講
者
七
名
は
、
今
後
の
業
務
に
役

立
て
た
い
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。
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第３７回 釧路Ｂ＆Ｗショウ 開催

最高位決定審査の様子

五
月
九
日
、
釧
路
市
大

楽
毛
・
釧
路
農
協
連
共
進

会
場
で
第
三
十
七
回
釧

路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

管
内
六
Ｊ
Ａ
か
ら
、
計

七
十
四
頭
の
出
品
牛
が
集

ま
り
、
審
査
員
に
荒
木
敏

彦
氏
（
㈱
ト
ミ
ー
ヒ
ル
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表

取
締
役
）
が
審
査
に
あ
た

り
、
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ

ス
は
、
川
原
田
の
ぞ
み
さ

ん
（
北
海
道
ひ
が
し
農
業

共
済
組
合
）
が
務
め
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鶴

居
の
（農）
清
和
農
場
の
出
品

牛
ウ
イ
ズ
ダ
ム
ア
フ
タ

ー
シ
ヨ
ツ
ク
ス
ト
ー
リ

ー
（
４
歳
ク
ラ
ス
）
が
選

出
さ
れ
、
ま
た
各
部
で
当

Ｊ
Ａ
の
出
品
牛
は
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品

者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

３部
6 ヘイチヤン　サンチエス　ラデユツク 合伊深ファーム 西部
9 アワープライド　パフユーム　マツカチエン　ＥＴ 植　田　紘　史 鶴居
12 フオグランド　アクミー　フエイアーク 五十嵐　大　地 西部

4部
1 マチムラ　ベツス　アイオーン　フラニー 安　藤　　　功 鶴居
4 パインヘイブン　マツサイル　スパクリン　マリア 松　井　俊　治 鶴居
6 パインヘイブン　アイデアル　ブルブラ　アイオーン 松　井　俊　治 鶴居

７部 2 ウツズスター　ブロー　ジユデイー　タラ　ＥＴ ﾘｰﾄﾞﾏﾝ 林　瑠輝 西部

８部

3 ＴＫＳ　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
4 ウツズスター　エンペラー　ロングスパーク　レオ 林　　 　稔　幸 西部
5 ＫＷＦ　エル　フイーバー　サイン ㈱敬和ファーム 西部
6 ＩＦ　ラマーク　ゴールドチツプ　レーン 増　田　一　真 鶴居

９部 2 フオグランド　バツカイ　ブラクストン 五十嵐　大　地 西部

11部
2 エメラルド　ローリン　フイーバー　エスト　フタゴ 松　田　浩　二 西部
5 ＢＳ　マノーワー　シヨツク　アモー ㈱大坂ファーム 西部

12部 1 ウイズダム　アフターシヨツク　ストーリー （農）清 和 農 場 鶴居

13部

3 ヘイチヤン　ＢＶ　アーニツト　ラリ　ＥＴ 合伊深ファーム 西部
4 ウツズスター　チユンキー　バツクアイ　サリー 林　　　 稔　幸 西部
5 ＶＳツリー　アレキサンダー　バビユー 對　木　賢　雅 西部
6 アドミラル　カリスマ　エース 松　田　浩　二 西部
7 セジス　アシユラー　ベージウインド 佐　藤　一　哉 西部

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区

１部

2 エルムパーク　ＢＣ　マリリン 安　藤　　　功 鶴居
6 ＯＰ　エムビービー　アツトウツド　ラブソング　ＥＴ 植　田　紘　史 鶴居
7 ＴＫＳ　プリプリ　スパツク 清　水　武　志 鶴居
9 カリスマ　スパイラル　マスケテイー 松　田　浩　二 西部

２部

5 ＫＷＦ　サンチエス　アン　ブロービユー ㈱敬和ファーム 西部
7 ウツズスター　ブロー　ジユデイー　タラ　ＥＴ 林　　　 稔　幸 西部
10 ＯＰ　オラホーム　スパークリング　セイラ 植　田　紘　史 鶴居
15 ウイス　マリー　ブルー　スパークリング　ブラビア 菊　地　栄　司 鶴居

３部
2 ヒシヌマフアーム　リベラル　ブレーク　アツト ㈲菱沼ファーム 鶴居
3 ＭＳ　ビルボ　ラブリー　シド 松　下　雅　幸 鶴居
4 ＳＰ　メルマン　シド　ガイム （農）高 橋 農 場 鶴居

入 賞 牛 一 覧 表

グランドチャンピオン
ウイズダム　アフターシヨツク　ストーリー （農）清和農場 鶴居

リザーブジュニアチャンピオン
マチムラ　ベツス　アイオーン　フラニー 安　藤　　　功 鶴居

審査員：荒木 敏彦 氏
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北 海 道 緊 急 要 請 集 会
ＴＰＰ交渉の国会決議堅持を求める

五
月
十
六
日
、
札
幌
の
共

済
ホ
ー
ル
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
国
会
決
議
堅
持
を
求
め
る 

北
海
道
緊
急
要
請
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
や
北

海
道
農
民
連
盟
な
ど
４
団
体

か
ら
な
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

国
会
決
議
堅
持
を
求
め
る
北

海
道
緊
急
要
請
集
会
実
行
委

員
会
」
が
主
催
し
、
道
内
の

Ｊ
Ａ
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら

６
５
０
名
（
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、

役
職
員
４
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

実
行
委
員
長
を
務
め
る
Ｊ

Ａ
北
海
道
中
央
会
の
飛
田
稔

章
会
長
は
、「
日
米
協
議
で

重
要
品
目
の
関
税
削
減
や
輸

入
枠
新
設
が
事
実
な
ら
、
国

会
決
議
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
あ
り
、
な
し
崩
し
的
に
大

筋
合
意
へ
と
進
む
こ
と
は
絶

対
に
認
め
ら
れ
な
い
。」
と

訴
え
ま
し
た
。
道
内
選
出
の

国
会
議
員
14
名
に
、
農
林
水

産
物
の
重
要
品
目
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
再
生
産
可
能
と
な

る
よ
う
除
外
又
は
再
協
議
の

対
象
と
す
る
事
等
の
国
会
決

議
の
堅
持
を
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
道
農
協
青
年
部

協
議
会
の
斉
藤
和
弘
会
長
の

音
頭
で
「
頑
張
ろ
う
‼
」
を

三
唱
し
、
集
会
後
は
Ｊ
Ｒ
札

幌
駅
前
を
デ
モ
行
進
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
問
題
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。

道農協青年部協議会　斉藤和弘会長の音頭で「頑張ろう!!」を三唱
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ＴＰＰ交渉の国会決議堅持を求める

要　　請　　書

ＴＰＰ交渉は、交渉妥結に向けて、首席交渉官会合や事務レベル会議が
断続的に開催されており、また、米国議会では、ＴＰＰ交渉妥結の鍵を握
るとされているＴＰＰ法案の審議が進むなど、極めて緊迫した局面が続い
ている。
日米二国間協議では、米の特別輸入枠設定や牛肉・豚肉の大幅な関税引
き下げなどが、既定路線であるかのように報道されているが、これらの内
容が仮に事実とすれば、国会決議をないがしろにするものであり、断じて
認めることはできない。
また、市場アクセス分野はもとより、ＴＰＰ交渉全体の状況に関しては、
守秘義務を盾に、依然厚いベールに包まれており、国民的議論もなされて
いない中で、道内すべての一次産業従事者は、抑えきれない怒りと将来へ
の不安を抱えている。
道内選出の国会議員におかれては、我々の先人たちが営々と築き上げて
きた北海道の豊な生産基盤、かけがえのない地域、命と暮らしを支える制
度を守り抜くため、下記事項を必ず実現するよう強く要請する。

記

１．�農林水産物の重要品目について、除外もしくは再協議の対象にすると
した衆参両院の農林水産委員会における国会決議を堅持すること。

２．�ＴＰＰ交渉に関する情報を国会及び国民に開示するとともに、十分な
国民的議論を行うこと。

　　平成27年５月16日
ＴＰＰ交渉の国会決議堅持を求める北海道緊急要請集会
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
一
．
追
播
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
給
飼
料
の
品
質
向
上
が
求
め
ら

れ
る
昨
今
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
草
地

の
植
生
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

今
春
は
、
水
は
け
の
悪
い
場
所
で

は
ア
イ
ス
シ
ー
ト
が
発
生
し
冬
枯
れ

し
た
所
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

追
播
は
、
経
年
草
地
で
「
も
う
少

し
植
生
を
良
く
し
、
長
持
ち
さ
せ
た

い
。」
と
思
う
よ
う
な
場
面
に
、
最

適
で
す
。

少
し
で
も
低
コ
ス
ト
で
短
期
間
に

改
善
し
や
す
い
工
法
と
し
て
作
溝
型

追
播
機
（
写
真
１
）
を
活
用
し
た
取

組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

二
．
作
溝
法
の
メ
リ
ッ
ト

① 

追
播
機
と
本
機
（
百
馬
力
程
度
）

で
播
種
可
能
。

② 

作
業
時
間
が
早
い
（
一
時
間
当
た

り
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
）

③ 

裸
地
な
ど
部
分
的
に
対
応
可
能
。 

（
写
真
２
）

④ 

早
春
、
一
番
草
刈
取
直
後
、
二
番

草
刈
取
直
後
、
初
冬
播
き
な
ど
播

種
時
期
を
選
べ
る
。

三
．
採
草
地
追
播
事
例

釧
路
市
音
別
町
に
て
昨
年
と
本
年

二
年
に
渡
り
作
溝
法
で
、
合
計
十
三

ｈ
ａ
実
施
し
た
植
生
改
善
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。

①
圃
場
選
定

 

ギ
シ
ギ
シ
枯
殺
後
の
裸
地
、
冬
枯

れ
圃
場

②
播
種
時
期
と
面
積

平
成
二
六
年
五
月
上
旬
、
六
ｈ
ａ

③
作
業
時
間

 

機
械
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
種
子
準
備

含
め
て
約
五
時
間

④
種
子
組
み
合
わ
せ

 

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
主
体
多
草

種
混
播
と
、
チ
モ
シ
ー
主
体
草
種

混
播
で
播
種
量
は
、
ｈ
ａ
当
た
り

二
０
～
三
０
キ
ロ
。

⑤
費
用

 

種
子
代
と
コ
ン
ト
ラ
へ
播
種
作
業

委
託
費
の
み
。
追
播
機
は
輸
送
費

の
み
。

⑥
発
芽
定
着
状
況

 

昨
年
播
種
し
た
圃
場
の
発
芽
状
況

お
よ
び
越
冬
状
況
は
イ
ネ
科
マ
メ

科
と
も
良
好
で
し
た
。（
写
真
３
，

４
）

今
後
は
栄
養
価
を
含
め
た
評
価
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

追
播
き
に
対
す
る
相
談
等
あ
り
ま

し
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

簡
易
更
新
の
す
す
め
！写真１　作溝型追播機

写真２　冬枯れカ所に播種　H27.5.7

写真３　播種後３か月写真４　越冬後のマメ科

追 播 費 用
（円/ha）

種　 子 39,067

播種作業 　4,083

輸 送 費 場所によっ 
て異なる　

合　 計 43,150

直線状
に発芽
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辞　令　発　令 �（平成27年6月1日付）
　氏　　名　 新 所 属 旧 所 属

松 䑓 恭 二 購 買 部 部長兼燃料課長 購 買 部 部長

坂 本 克 則 営 農 部 部長 白糠支所 営農課長

渋 谷 　 守 金融共済部 共済課審査役 営 農 部 部長

西 村 隆 志 金融共済部 融資課長 営 農 部 営農課長

田 村 良 友 購 買 部 生産資材課長 白糠支所 購買課長

丹 羽 　 満 金融共済部 共済課長 金融共済部 共済課長兼事故処理係長

位 下 光 広 営 農 部 販売課長兼白糠支所販売課長 営 農 部 販売課長

田 中 郁 尚 営 農 部 営農課長 購 買 部 生産資材課長

中 村 祐 二 購 買 部 燃料課考査役 購 買 部 燃料課長

田 中 英 靖 営 農 部 営農課哺育育成センター係長 幌呂支所 家畜改良課家畜改良係長

高 橋 　 綾 管 理 部 管理課経理電算係長兼監査室監査係 管 理 部 管理課経理電算係長

藤 原 静 雄 金融共済部 共済課共済係 幌呂支所 金融共済課共済係

門　脇　ちか子 金融共済部 共済課共済係 金融共済部 共済課共済業務係兼共済推進係

野々村　ゆか理 金融共済部 金融課金融係 幌呂支所 金融共済課金融共済係

堀 　 俊 夫 購 買 部 燃料課鶴居給油所係　正職員 購 買 部 燃料課鶴居給油所係　準職員

石 井 公 道 幌呂支所 金融共済課長 白糠支所 金融共済課長

菅 田 喜 之 幌呂支所 家畜改良課家畜改良係長 白糠支所 家畜改良課家畜改良係

野々村　典　亮 幌呂支所 金融共済課金融共済係長 金融共済部 共済課事故処理係

矢 口 昌 美 幌呂支所 金融共済課金融共済係 金融共済部 金融課金融係

高 瀬 隆 生 白糠支所 支所長 音別支所 支所長兼音別支所燃料課長

高 田 栄 子 白糠支所 金融共済課長 幌呂支所 金融共済課長

大 石 雅 明 白糠支所 購買課長 白糠支所 販売課長

手 塚 裕 明 白糠支所 営農課長 金融共済部 融資課長

菊 地 雄 次 白糠支所 購買課白糠給油所考査役 音別支所 燃料課音別給油所考査役

池 田 直 哉 白糠支所 金融共済課金融共済係長 白糠支所 金融共済課共済係長兼金融係

松 本 典 子 白糠支所 金融共済課金融係兼総務係 音別支所 金融共済課金融係兼総務係

橘 田 壮 則 白糠支所 購買課資材係 金融共済部 共済課共済推進係

安 藤 資 章 白糠支所 販売課販売係 音別支所 購買課資材係兼生活係

眞 鍋 隆 宏 白糠支所 金融共済課金融共済係 白糠支所 金融共済課金融係兼共済係

福 士 哲 也 音別支所 支所長兼音別支所燃料課長 白糠支所 支所長

菊 地 　 仁 音別支所 燃料課音別給油所係長 白糠支所 購買課資材係長

若 狭 幸 男 音別支所 購買課資材係長兼生活係 音別支所 燃料課音別給油所係長
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EDITOR’S NOTE

□�これから牧草収穫など大型機械を使用した農作業等が盛んな時期となりま
す。春の農作業安全祈願祭時に誓った「交通安全と農作業事故絶滅」を皆
で心掛けて参りましょう。

□�普及センター釧路中西部支所に、今年の牧草の生育状況を伺ったところ、
毎月実施している作況調査では、５月の気温が高めで日照時間も多かった
事などから、成長は平年より若干プラスに推移しております。しかし、圃
場の排水が悪い所などでは、冬枯れが発生している箇所もみられる事から、
今月の普及センターだよりに掲載された簡易更新・追播技術等を使った圃
場改善を推奨しております。良質粗飼料確保で、牛が泣いて喜ぶ粗飼料作
りをご期待しております。

■平成27年度 　生乳生産実績（5月）

月計乳量（kg） 5月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,707,346.2 100.9 16,987,779.7 101.9

（鶴居地区） 2,995,636.2 103.3 5,833,313.5 104.1

（幌呂地区） 2,263,862.9 99.1 4,439,950.0 100.2

（白糠地区） 1,849,128.4 100.6 3,596,199.8 101.3

（音別地区） 1,598,718.7 99.4 3,118,316.4 101.1

管 内 計 45,506,788.5 100.0 88,180,579.5 100.2

（前年度管内計） 45,506,723.7 87,984,167.9

理　事　会　報　告
５月定例理事会　平成27年5月26日（火）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．子会社の固定資産の取得について
６．�決算状況について�

（一般社団法人　釧路市音別町農業振興公社）

付議事項�
議案第１号　�定款第５３条第２項に規定する理事の順

位について
議案第２号　�農協検査指摘事項に対する改善・対応状

況等の報告について
議案第３号　�子会社の平成２７年度事業計画の策定に

ついて
議案第４号　�行政庁に提出する業務報告書及び連結業

務報告書について

議案第５号　�組合業務及び財産（連結含む）の状況に
関する情報開示について

議案第６号　融資の承認について
議案第７号　�退任理事に対する退職慰労金の支給につ

いて
議案第８号　理事の報酬の配分について
議案第９号　�固定資産の取得について
議案第10号　�特定組合員特別運用基準に係る対象組合

員について
議案第11号　�専門委員会の委員の変更について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�春季地区別懇談会および第９回通常総会における
意見・要望について

２．不祥事未然防止対策等の取組みの徹底について
３．当面の業務日程について


